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「最安値本数検索で反発ポイントを探る」
JP法研究会 富士栄

チャートをパラパラと眺めていくと、過去、ある水準まで下がると反発するケースの銘
柄があることに気づかれる事でしょう。

今、その反発ポイントにある銘柄はあるのか？

それをスクリーニングしてくる検索が、絞り込み検索の「６２．最安値本数検索」です。

大体、この辺りで反発してくる
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検索するタイミングですが、相場が上昇傾向にあるタイミングではなく、下落している
最中にします。

検索日が、指定した期間内で最安値となっていなければいけないからです。

よって、相場が下がり続けている時となります。上昇に入ってしまうと、検索日が最安
値ではなくなるからです。

過去において、同じ安値の本数ですが、多ければ多いほど信頼性は増します。

しかし合格してくる銘柄は減ります。

そんなに都合良く、サインカーブのように、何回も同じ波形を描くチャートはないから
です。

※注意点
権利落ちは加味していません。修正前のチャートで判断されます。

前ページの設定だと、週足検索ですが、

「過去２年ほど（１０４週）の間に、検索日と同じ安値をつけた時が４回以上ある、

安値は、検索日とピッタリ同じではなく、３％以内であればよい。」となります。

日経平均が直近で最安値をつけた週は、2015/10/4 です。この週について調べてみます。

104週間、およそ 2年間
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８０．検索結果

合格銘柄

このように都合のいい銘柄だけではありません・・・。

104週間（２年間）

過去の安値ポイント
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安値近辺に張り付いているパターン

権利落ちしてしまったパターン

このように意図しない銘柄も合格してきますので、ここからは、チャートを見て判断す
る事が必要です。

荒削りな検索といえますので・・・。


